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児
童
館

○
ぬ
り
え

日
時

４
月

日
臥

時

分
～

20

13

30

対
象

小
学
１
、
２
年
生

持
ち
物

色
え
ん
ぴ
つ

締
切

４
月

日
牙

18

申
込
・
問
合
せ

児
童
館

察

・
２
４
０
２

76

町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

改
善
セ
ン
タ
ー
で
展
示
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

○
東
谷
幸
子
・
菊
池
ひ
と
み
水
彩
画

展期
間

３
月

日
峨
～

日
蚊

12

31

○
ア
カ
シ
ヤ
俳
句
会
員
色
紙
展

期
間

４
月
２
日
峨
～

日
蚊

21

問
合
せ

教
育
委
員
会
社
会
教
育
グ

ル
ー
プ

察

・
４
２
３
３

76

子
育
て
ス
ク
ー
ル

○
第
１
回
子
育
て
ス
ク
ー
ル

日
時

４
月

日
牙

時
～

時

18

10

11

30

分
場
所

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対
象

町
内
に
住
む
子
育
て
中
の
親

内
容

ヨ
ガ

送
迎

福
祉
バ
ス
（
近
距
離
の
方
を

除
く
）

会
費

自
治
会
活
動
費
と
し
て
年
間

１
０
０
０
円

締
切

４
月
１
日
俄

申
込
・
問
合
せ

保
健
福
祉
課
子
ど

も
・
高
齢
者
グ
ル
ー
プ

察

・
２
０
０
０

72

所
得
税
の
確
定
申
告

所
得
税
の
確
定
申
告
で
、
計
算
誤

り
や
申
告
漏
れ
な
ど
申
告
内
容
に
間

違
い
が
あ
っ
た
り
、
申
告
書
の
提
出

を
忘
れ
た
り
し
て
い
る
方
は
い
ま
せ

ん
か
。

○
税
額
を
少
な
く
申
告
し
た
と
き

修
正
申
告
で
正
し
い
税
額
に
修
正

し
て
く
だ
さ
い
。

○
税
額
を
多
く
申
告
し
た
と
き

更
正
の
請
求
で
正
し
い
税
額
へ
訂

正
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
確
定
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き

確
定
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

滝
川
税
務
署

察

・
２
１
９
１

22

住
民
課
町
税
グ
ル
ー
プ

察

・
２
１
３
０

76

参
加
料

無
料

締
切

４
月

日
画

12

※
得
き
っ
ず
カ
ー
ド
に

ポ
イ
ン
ト

30

が
付
き
ま
す
。

※
日
程
、
内
容
は
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ

子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

察

・
２
０
８
８

72

ぴ
よ
ぴ
よ
き
っ
ず

○
ビ
リ
ビ
リ
新
聞

日
時

３
月

日
我

時

分
～

27

10

30

11

時

分
30

場
所

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対
象

町
内
に
住
む
未
就
学
児
と
そ

の
親

内
容

新
聞
紙
遊
び

参
加
料

無
料

締
切

３
月

日
画

22

申
込
・
問
合
せ

子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

察

・
２
０
８
８

72

ふ
る
さ
と
学
園
大
学
で

学
び
ま
せ
ん
か

ゆ
め
り
あ
で
５
月
か
ら
開
講
す
る

ふ
る
さ
と
学
園
大
学
の
学
生
を
募
集

し
ま
す
。
身
近
な
健
康
や
一
般
教
養

な
ど
の
講
義
を
年
８
回
予
定
し
て
い

ま
す
。

対
象

お
お
む
ね

歳
以
上
の
町
民

60

新小獅子神楽特別クラブ納会（２／18）

保健福祉課 緯72-2000 建 設 課 緯76-2139

住 民 課 緯76-2130 議会事務局 緯76-3191

総 務 課 緯76-2131 会 計 課 緯76-3192

産業振興課 緯76-2134 教育委員会 緯76-4233

農業委員会 緯76-2135

うちの子よその子みんなの子 みんなで育てる新十津っ子

ふ
る
さ
と
学
園
大
学
で

学
び
ま
せ
ん
か

募集

児
童
館

催し

子
育
て
ス
ク
ー
ル

催し

ぴ
よ
ぴ
よ
き
っ
ず

催し

所
得
税
の
確
定
申
告

手続
制度

町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

催し
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小
型
特
殊
自
動
車
や
原

動
機
付
自
転
車
の
異
動

ト
ラ
ク
タ
ー
、
コ
ン
バ
イ
ン
、
田

植
機
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な
ど
の
小

型
特
殊
自
動
車
や
原
動
機
付
自
転
車

（
排
気
量

㏄
以
下
）を
新
た
に
取
得

125

し
た
方
ま
た
は
町
か
ら
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
の
交
付
を
受
け
た
車
両
を
廃

車
に
し
た
方
で
、
ま
だ
手
続
き
が
お

済
み
で
な
い
方
は
速
や
か
に
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
な
も
の

○
取
得

車
名
・
型
式
・
年
式
・
車

台
番
号
・
原
動
機
番
号
・
総
排
気

量
の
分
か
る
も
の
、
印
鑑

○
廃
車

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
、
標

識
交
付
証
明
書
、
印
鑑

※
４
月
１
日
現
在
の
所
有
状
況
で
納

税
義
務
者
が
決
ま
り
ま
す
。

問
合
せ

住
民
課
町
税
グ
ル
ー
プ

察

・
２
１
３
０

76

軽
自
動
車
の
異
動

軽
四
輪
、
軽
二
輪
自
動
車
ま
た
は

二
輪
小
型
自
動
車
を
所
有
す
る
方
の

住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、
自
動
車

検
査
証
記
載
事
項
の
変
更
手
続
き
が

必
要
で
す
。
速
や
か
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
自
動
車
販
売
店
で
手

続
き
の
代
行
も
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ

○
軽
二
輪（

㏄
を
超
え

㏄
以
下
）、

125

250

軽
四
輪

札
幌
地
区
軽
自
動
車
協

会

察

・

・
３
９
５
５

011

768

○
二
輪
小
型
自
動
車
（

㏄
を
超
え

250

る
も
の
）

札
幌
運
輸
支
局

察

・
５
５
４
０
・
２
０
０
１

050
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦

覧
帳
簿
の
縦
覧

土
地
価
格
等
お
よ
び
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。
町

内
に
土
地
ま
た
は
家
屋
を
所
有
し
縦

覧
を
希
望
す
る
方
は
、
期
間
内
に
住

民
課
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
間

４
月
１
日
俄
～
５
月

日
画

31

の
平
日
８
時

分
～

時

分

45

17

30

問
合
せ

住
民
課
町
税
グ
ル
ー
プ

察

・
２
１
３
０

76

町
道
民
税
の
申
告

所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
必
要

が
な
い
方
や
前
年
の
所
得
が
な
い
方

で
も
、
税
に
関
す
る
証
明
書
の
交
付

や
国
民
健
康
保
険
税
の
算
定
、
児
童

手
当
の
認
定
な
ど
の
た
め
、
町
道
民

税
の
申
告
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

申
告
を
す
る
と
き
は
、
前
年
の
収

入
が
分
か
る
も
の
（
源
泉
徴
収
票
な

ど
）、控
除
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な

書
類
、
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

住
民
課
町
税
グ
ル
ー
プ

察

・
２
１
３
０

76

今
月
の
納
税

○
町
税
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん

か
国
民
健
康
保
険
税
第
８
期
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
第
８
期
の
納
期

限
は
２
月

日
牙
で
し
た
。
納
め
忘

28

れ
の
方
は
早
急
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

住
民
課
町
税
グ
ル
ー
プ

察

・
２
１
３
０

76

納税には便利な口座振替をご利用ください

国
民
健
康
保
険
自
ࡨ



ၚ
の
特
႕

歳
か
ら

歳
ま
で
の
方
の
医
療

70

74

機
関
で
の
自
己
負
担
は
、
平
成

年
25

３
月
ま
で
は
１
割
に
据
え
置
か
れ
て

い
ま
す
が
、
平
成

年
３
月
ま
で
の

26

１
年
間
、
引
き
続
き
据
え
置
か
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

※
す
で
に
３
割
負
担
と
な
っ
て
い
る

方
や
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
対
象

と
な
る
一
定
の
障
害
認
定
を
受
け
た

方
は
除
き
ま
す
。

受
給
者
証
の
更
新
方
法

一
部
負
担
金
の
割
合
欄
に
「
２
割

（
平
成

年
３
月

日
ま
で
は
１

25

31

割
）」と
書
か
れ
て
い
る
高
齢
受
給
者

証
は
、
負
担
割
合
が
変
更
に
な
り
ま

す
の
で
更
新
し
ま
す
。

該
当
者
に
は
、
新
し
い
受
給
者
証

を
３
月
中
旬
に
郵
送
（
簡
易
書
留
）

し
ま
す
の
で
、
届
き
ま
し
た
ら
、
現

在
の
受
給
者
証
は
破
棄
し
て
く
だ
さ

い
。

問
合
せ

住
民
課
戸
籍
保
険
グ
ル
ー

プ

察

・
２
１
３
０

76

軽
自
動
車
の
異
動

手続
制度

町
道
民
税
の
申
告

手続
制度

今
月
の
納
税

手続
制度

土
地
・
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

手続
制度

国
民
健
康
保
険

高
齢
受
給
者
証
の
更
新

手続
制度

小
型
特
殊
自
動
車
や
原

動
機
付
自
転
車
の
異
動

手続
制度
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を
完
了
す
る
こ
と

問
合
せ

建
設
課
都
市
管
理
グ
ル
ー

プ

察

・
２
１
３
９

76

防
災
士
に

町
は
、
職
場
や
地
域
の
防
災
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
、
地
域
の
安
心

と
減
災
に
対
し
大
き
な
力
と
な
る
防

災
士
の
資
格
取
得
を
応
援
し
ま
す
。

募
集
人
数

人
10

※
応
募
多
数
の
と
き
は
選
考
し
ま
す
。

募
集
締
切

４
月
５
日
画

研
修
日
程

５
月

日
臥
～

日
蚊

18

19

（
２
日
間
）

研
修
内
容

地
震
の
し
く
み
や
土
砂

災
害
・
風
水
害
対
策
な
ど
の
知
識

を
習
得
し
ま
す
。

場
所

札
幌
市

費
用

全
額
助
成
（
交
通
費
・
研
修

費
）

申
込
・
問
合
せ

災
害
対
策
事
務
局

察

・
２
１
３
１

76

得
き
っ
ず
カ
ー
ド
の
有

効
平
成

年
度
に
交
付
し
た
得
き
っ

24

ず
カ
ー
ド
と
そ
の
満
点
特
典
は
、
３

月

日
蚊
を
も
っ
て
利
用
で
き
な
く

31
な
り
ま
す
。

期
限
ま
で
に
満
点
に
な
ら
な
か
っ

取
り
組
も
う
耐
震
・
断

熱
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
て
か
ら

早
く
も
２
年
と
な
り
ま
し
た
。

新
十
津
川
町
で
は
皆
さ
ん
が
安
心

し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
住
宅

の
耐
震
と
断
熱
の
効
果
を
高
め
る
た

め
の
「
安
心
す
ま

い
る
助
成
事
業
」

を
実
施
し
て
い
ま

す
。

対
象
と
な
る
工
事

○
耐
震
診
断

３
分
の
２
以
内

（
限
度
額
４
万
円
）

○
耐
震
改
修

５
分
の
１
以
内

（
限
度
額

万
円
）

75

○
省
エ
ネ
改
修

５
分
の
１
以
内

（
限
度
額

万
円
）

30

※
い
ず
れ
も
事
前
審
査
が
必
要
で
す
。

助
成
条
件

○
町
内
業
者
が
施
工
す
る
こ
と

○
平
成

年
３
月

日
ま
で
に
改
修

28

31

ご
家
庭
に
あ
り
ま
せ
ん

か
？
不
用

春
も
近
づ
き
、
衣
替
え
や
引
っ
越

し
の
シ
ー
ズ
ン
が
到
来
し
ま
す
。

不
用
に
な
っ
た
衣
類
や
家
電
製
品

は
、
役
場
で
無
料
回
収
で
き
る
も
の

が
あ
り
ま
す
の
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

無
料
回
収
し
て
い
る
も
の

○
綿
製
品
（
綿

％
以
上
の
も
の
）

50

→
住
民
課
窓
口
に

持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

○
小
型
の
家
電
製
品

（
故
障
品
も
可
）

→
役
場
１
階
に
設
置
し
て
あ
る
青

い
箱
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

住
民
課
住
民
活
動
グ
ル
ー

プ

察

・
２
１
３
０

76

新
た
な
地
域
公
共
交
通

４
月
１
日
俄
か
ら
公
共
交
通
の
体

系
が
変
わ
り
ま
す
。

○
徳
富
・
総
進
方
面

内
容

中
央
バ
ス
総
進
線
が
廃
止
さ

れ
、
代
替
交
通
と
し
て
「
乗
合
タ

ク
シ
ー
」
が
運
行
し
ま
す
。

運
行
会
社

新
十
津
川
北
星
ハ
イ
ヤ
ー

た
得
き
っ
ず
カ
ー
ド
の
ポ
イ
ン
ト
は

年
度
の
得
き
っ
ず
カ
ー
ド
（
末
子

25が
中
学
校
を
卒
業
す
る
場
合
は
と
く

と
っ
ぷ
カ
ー
ド
）
に
移
行
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
カ
ー
ド
申
請
の

際
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

○
読
み
取
れ
な
く
な
っ
た
カ
ー
ド
は

年
度
中
に
エ
ラ
ー
に
な
っ
た
カ

23
ー
ド
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
３
月

日
29

画
ま
で
に
ゆ
め
り
あ
に
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

年
度
の
カ
ー
ド
に
ポ
イ
ン

24

ト
を
移
行
し
ま
す
。

問
合
せ

保
健
福
祉
課
子
ど
も
・
高

齢
者
グ
ル
ー
プ
察

・
２
０
０
０

72

火
災
警
報
器
の
設
置
は

お
済
で
す
か
？

消
防
法
に
よ
り
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

住
宅
火
災
に
よ
る
死
因
で
最
も
多

い
の
は
一
酸
化
炭
素
中
毒
で
、
逃
げ

遅
れ
に
よ
る
も
の
で
す
。
住
宅
用
火

災
警
報
器
は
、
警
報
を
鳴
ら
し
て
逃

げ
遅
れ
を
防
ぎ
、
素
早
い
消
火
活
動
、

避
難
行
動
に
つ
な
げ
て
被
害
を
小
さ

く
し
ま
す
。

万
が
一
に
備
え
、
未
設
置
の
方
は

速
や
か
に
取
り
付
け
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

消
防
新
十
津
川
支
署

察

・
２
６
１
９

76

火の用心、暖房器具の取り扱いに注意しましょう

防
災
士
に

な
り
ま
せ
ん
か

手続
制度

取
り
組
も
う

耐
震
・
断
熱

手続
制度

得
き
っ
ず
カ
ー
ド
の
有
効
期

限
は
３
月

日
ま
で
で
す

31

手続
制度

火
災
警
報
器
の
設
置
は

お
済
み
で
す
か
？

暮らし

ご
家
庭
に
あ
り
ま
せ
ん
か
？

不
用
な
綿
製
品
・
小
型
家
電

暮らし

新
た
な
地
域
公
共
交
通

暮らし
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○
花
月
・
砂
川
方
面

内
容

中
央
バ
ス
花
月
砂
川
線
が
廃

止
さ
れ
、
代
替
交
通
と
し
て
「
乗

合
ワ
ゴ
ン
」
が
運
行
し
ま
す
。

運
行
会
社

誠
和
運
輸

○
総
進
方
面

内
容

中
央
バ
ス
上
総
進
線
と
ふ
る

さ
と
公
園
線
が
統
合
し
、
名
称
が

「
ふ
る
さ
と
公
園
線
」に
な
り
ま
す
。

運
行
会
社

北
海
道
中
央
バ
ス

※
詳
細
は
、
２
月
に
配
布
し
ま
し
た

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

総
務
課
企
画
調
整
グ
ル
ー

プ

察

・
２
１
３
１

76

ノ
ラ
猫
に
エ
サ
を
や
ら

な
い
で

ノ
ラ
猫
な
ど
に
エ
サ
を
与
え
る
こ

と
は
、
地
域
の
困
り
ご
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。

エ
サ
を
与
え
る
と

①
エ
サ
を
求
め
て
ノ
ラ
猫
が
増
え
ま

す
。
キ
ツ
ネ
な
ど
の
動
物
が
寄
り

つ
く
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

②
ノ
ラ
猫
が
近

所
の
庭
を
荒

ら
し
た
り
、

周
囲
に
ふ
ん

尿
を
し
た
り

と
、
近
所
の

迷
惑
に
な
り
ま
す
。

エ
サ
を
与
え
る
行
為
は

①
「
か
わ
い
そ
う
だ
か
ら
」
と
い
う

理
由
で
エ
サ
を
与
え
る
と
、
結
果

的
に
そ
の
猫
が
繁
殖
し
、
か
わ
い

そ
う
な
子
猫
を
生
み
出
す
こ
と
に

繋
が
り
ま
す
。

②
法
律
上
の
飼
い
主
と
な
り
、
そ
の

猫
の
保
護
管
理
責
任
が
発
生
し
ま

す
。
そ
の
猫
に
よ
る
被
害
が
、
エ

サ
や
り
を
し
た
人
の
責
任
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

ネ
コ
を
飼
う
と
き
は

屋
内
な
ど
で
飼
育
し
、
放
し
飼
い

に
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

住
民
課
住
民
活
動
グ
ル
ー

プ

察

・
２
１
３
０

76

こ
こ
ろ
の
相
談

眠
れ
な
い
、
気
分
が
落
ち
込
ん
で

い
る
、
う
つ
病
や
ひ
き
こ
も
り
、
思

春
期
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
や
ア
ル
コ
ー
ル

な
ど
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

滝

川
保
健
所
は
毎
月
、
こ
こ
ろ
の
相
談

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

日
時

４
月

日
牙
、
５
月
９
日
牙
、

11

６
月

日
牙
の

時
～

時

分

13

14

16

30

場
所

滝
川
保
健
所

対
象

町
民

内
容

精
神
科
の
医
師
と
保
健
師
が

交通ルールを守り、ゆとりと譲り合いの心で安全運転に努めましょう

相
談
に
応
じ
ま
す
。
約
１
時
間
、

ゆ
っ
く
り
お
話
が
で
き
ま
す
。
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
、
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

料
金

無
料

そ
の
他

要
予
約
。
相
談
日
の
前
日

時
ま
で
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

16
申
込
・
問
合
せ

滝
川
保
健
所

察

・
６
２
０
１

24

北門信用金庫 新十津川支店 緯７６-２１１１

有料広告

ほくもんマイカーローン
取扱期間：平成25年３月29日まで

ご融資金額500万円以内 《エコカー》《エコカー以外》
・固定金利 （３年以内） 年１.７０％ 年１.９０％

・固定金利 （５年以内） 年２.１０％ 年２.３０％

・固定金利 （８年以内） 年２.１０％ 年２.６０％

さらに、お取引によって上記金利より、年０.２０％優遇

※上記金利に別途、保証料がかかります（エコカー年0.78％,エコカー以外年0.86％)
※保証会社の審査によって、ご希望に添えない場合があります。
＊詳しくは当金庫本支店窓口にお問い合わせ下さい。

ほくもん教育ローン
固定金利 年2.375%（別途保証料0.48%）

(平成24年12月1日現在)

・・・・・・・・・・ごごごごごごごごごご融融融融融融融融融融資資資資資資資資資資額額額額額額額額額額 555555555500000000000000000000万万万万万万万万万万円円円円円円円円円円以以以以以以以以以以・ご融資額 500万円以内内内内内内内内内内内
※但し当金庫および他信用金庫でのしんきん保証基金付無担保消
費者ローン残高、カードローン極度額と本ローンの申込金額の
合計が1,000万円の範囲内

・・・・・・・・・・ごごごごごごごごごご利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用期期期期期期期期期期間間間間間間間間間間 ３３３３３３３３３３ヵヵヵヵヵヵヵヵヵヵ月月月月月月月月月月以以以以以以以以以以上上上上上上上上上上11111111110000000000年年年年年年年年年年以以以以以以以以以以・ご利用期間 ３ヵ月以上10年以内内内内内内内内内内内
さらに、お取引によって上記金利より、年0.20％優遇

※保証会社の審査によって、ご希望に添えない場合があります。

＊詳しくは当金庫本支店窓口にお問い合わせ下さい。

こ
こ
ろ
の
相
談

健康

ノ
ラ
猫
に
エ
サ
を

や
ら
な
い
で

暮らし

健
康
体
力
増
進
室
閉
室
日

▼
３
月

日
我

20

４
月
７
日
蚊
、

日
蚊

14

※
４
月
～

月
は
、
日
曜
日
と
祝

10

日
が
定
休
日
で
す
。

高
齢
者
無
料
巡
回
バ
ス
運
休
日

▼
３
月

日
我

20

高
齢
者
無
料
巡
回
バ
ス
運
行
日
変
更

４
月
１
日
か
ら
運
行
日
が
変
わ

り
ま
す
。

月
曜
日

大
和
方
面

火
曜
日

弥
生
・
上
総
進
方
面

水
曜
日

里
見
・
橋
本
・
み
ど

り
方
面

木
曜
日

徳
富
・
総
進
方
面

金
曜
日

花
月
方
面

※
発
着
時
間
と
停
留
所
は
変
わ
り

ま
せ
ん
。

予
約
・
問
合
せ

保
健
福
祉
課
察

・
２
０
０
０

72

謂

井

遺

亥

違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違

違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違

医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医

医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
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日
蚊

ア
ヒ
コ
歯
科

（
滝
川
）

14※
診
療
時
間
は
９
時
～

時
12

ス
キ
ー
場
営
業
終
了

日
時

３
月

日
我

時

20

17

※
積
雪
の
状
況
で
終
了
日
が
早
ま
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ

そ
っ
ち
岳
ス
キ
ー
場

察

・
２
０
７
５

76

第
６
回
そ
っ
ち
ⅎ
ℿ
ス

キ
ー
大
会

開
催
日

２
月

日
掌

17

場
所

そ
っ
ち
岳
ス
キ
ー
場

幼
児
の
部

①
米
山
祐
子
②
岩
田
和

③
内
野
瑠
己

小
学
生
の
部

■
１
年
▽
男
①
西
村

昴
浩
②
千
石
航
生
③
伊
藤
太
一
▽

女
①
渡
辺
美
奈
②
毎
原
悠
③
東
志

梨
玖
■
２
年
▽
男
①
鎌
塚
世
成
②

内
野
了
斗
③
久
保
田
海
斗
▽
女
①

有
本
彩
乃
②
鈴
木
満
里
菜
③
松
澤

柚
葉
■
３
年
▽
男
①
岩
田
旅
人
②

齋
藤
颯
月
③
長
谷
川
莉
久
▽
女
①

進
藤
夢
来
②
石
丸
花
楠
③
伊
藤
結

■
４
年
▽
男
①
小
林
竜
聖
②
宮
崎

凌
③
進
藤
奏
太
▽
女
①
東
志
菜
央

②
松
長
来
夢
③
有
本
百
花
■
６
年

▽
男
①
松
長
登
夢
②
浅
野
裕
都
③

大
槻
大
夢

休
日
診
療
当
番

●
内
科

休
日
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー

察

・
１
１
６
１

22

●
外
科

夜
間
急
病
テ
レ
ホ
ン
セ
ン

タ
ー

察

・
２
２
９
９

22

●
歯
科

３
月日

蚊

さ
と
う
歯
科

（
砂
川
）

17
日
我

森
歯
科

（
砂
川
）

20
日
蚊

ひ
ら
や
ま
歯
科

24
日
蚊

杉
村
歯
科

（
滝
川
）

31４
月

７
日
蚊

西
尾
歯
科

（
滝
川
）

▽
田
中
智
江
さ

ん（
中
央
）ミ
ニ
カ
ー
ほ

か

▽
稲
葉
香
織
さ

ん（
学
園
）幼
児
用
パ
ズ

ル
、
お
も
ち
ゃ

中
学
生
の
部

▽
男
①
今
井
優
輔
②

伊
藤
秀
真
③
浦
辻
拓
真
▽
女
①
浅

野
史
奈
②
大
町
菜
摘

一
般
の
部

①
岩
田
考
②
石
丸
能
久

③
宮
崎
武

最
優
秀
選
手

▽
男

小
林
竜
聖
▽

女

東
志
菜
央

■
町
へ

▽
上
東
道
男
さ

ん（
奈
良
県
十
津
川
村
）

中
学
校
武
道
場
落
成
記
念
と
し
て

３
万
円

▽
橘
昭
夫
さ

ん（
中
央
）故
・
橘
ス
ヱ
さ

ん

の
生
前
の
お
礼
と
し
て

万
円

30

■
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

▽
千
石
尚
子
さ

ん（
中
央
）幼
児
用
パ
ズ

ル

ゴミの不法投棄や野焼きは、絶対にやめましょう

第
６
回
そ
っ
ち
岳

ス
キ
ー
大
会

成績

ス
キ
ー
場
営
業
終
了

施設

ご
厚
情
感
謝

申
し
上
げ
ま
す

有料広告

休
日
診
療
当
番

健康

お
誕
生お

め
で
と
う

ご
め
い
ふ
く
を

祈
り
ま
す



２
月

日
、「
り
・
ふ
ぁ
り
ー
ぬ
」

14

と
い
う
、
滝
川
の
米
粉
を
使
用
し

て
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
や
ク
ッ
キ
ー

を
製
造
、
販
売
し
て
い
る
方
々
が
、

実
技
講
師
と
し
て
来
校
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

米
粉
を
使
っ
た
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー

キ
を
作
る
の
は
初
め
て
の
経
験

だ
っ
た
の
で
、
上
手
く
い
く
か

な
？
と
少
し
不
安
で
し
た
。
実
習

中
に
は
、
卵
の
白
身
と
黄
身
を
分

け
る
と
き
、
混
ざ
っ
て
し
ま
わ
な

い
よ
う
手
で
黄
身
を
す
く
う
よ
う

に
し
て
分
け
る
こ
と
な
ど
、
普
段

の
自
分
で
は
気
付
け
な
い
こ
と
を

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

油
、
牛
乳
を
加
え
た
黄
身
に
メ

レ
ン
ゲ
を
加
え
混
ぜ
る
作
業
で
は
、

メ
レ
ン
ゲ
の
フ
ワ
フ
ワ
を
つ
ぶ
さ

ず
、
か
つ
手
早
く
混
ぜ
な
く
て
は

な
ら
な
い
の
で
、
な
か
な
か
加
減

が
難
し
く
大
変
で
し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
は
２
年
生
６
人

だ
け
で
行
う
初
の
実
習
だ
っ
た
の

で
、
作
業
が
思
っ
た
よ
う
に
進
ま

ず
、
自
分
た
ち
の
未
熟
さ
を
実
感

し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
後
輩
に
教

え
る
立
場
に
な
る
の
で
、
こ
ん
な

ち
ょ
っ
と
し
た
作
業
も
テ
キ
パ
キ

進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
ら
な
く
て

は
と
思
い
ま
し
た
。

シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
の
生
地
を
作

り
終
え
、
焼
き
上
が
り
を
待
っ
て

い
る
間
も
、
り
・
ふ
ぁ
り
ー
ぬ
の

方
々
か
ら
米
粉
の
加
工
品
製
造
に

つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

そ
し
て
、
出
来
上
が
っ
た
シ

フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
を
食
べ
た
と
き
、

す
ご
く
し
っ
と
り
し
て
い
て
驚
き

ま
し
た
。
全
然
パ
サ
パ
サ
し
て
い

な
く
て
口
あ
た
り
も
良
く
、
と
て

も
食
べ
や
す
か
っ
た
で
す
。

今
回
、り
・
ふ
ぁ
り
ー
ぬ
の
方
々

に
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
今

後
の
自
分
た
ち
の
活
動
に
生
か
し
、

よ
り
良
い
食
品
を
製
造
で
き
た
ら

良
い
な
と
思
い
ま
す
。

（
２
年

村
上
智
美
）

り
・
ふ
ぁ
り
ー
ぬ
の
方
々
と
の
交
流
を
終
え
て

新十津川農業高校通信№60
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脱
水
と
い
う
の
は
聞
き
な
れ
た

言
葉
で
あ
り
、
な
ん
と
な
く
理
解

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

体
内
の
水
分
の
量
は
、
一
定
に

保
た
れ
る
よ
う
主
に
摂
取
す
る
水

分
量
に
応
じ
て
腎
臓
が
尿
の
量
を

調
節
し
て
い
ま
す
。
腎
臓
で
は
、

血
液
を
ろ
過
し
て
一
日
に
約

渥
150

の
尿
の
素
を
生
成
し
ま
す
が
、
最

終
的
に
尿
と
し
て
排
泄
さ
れ
る
の

は

渥
程
度
で
す
。
限
度
を
超
え

1.5
て
、
体
か
ら
排
出
さ
れ
る
水
分
量

が
増
え
た
り
、
摂
取
す
る
水
分
量

が
不
足
し
た
り
す
る
と
脱
水
が
起

こ
り
ま
す
。

夏
場
に
起
こ
る
イ
メ
ー
ジ
が
強

い
で
す
が
、
冬
は
知
ら
ず
に
室
温

が
上
が
っ
て
不
感
蒸
泄
（
自
分
自

身
で
感
じ
る
こ
と
な
く
呼
吸
や
皮

膚
等
か
ら
蒸
散
す
る
水
分
）
が
増

え
、
気
が
つ
か
ず
に
脱
水
に
な
っ

て
い
る
高
齢
者
を
見
か
け
る
の
で

注
意
が
必
要
で
す
。

脱
水
の
主
な
原
因

①
水
分
摂
取
が
少
な
い

②
体
が
水
分
不
足
を
訴
え
て
も
、

キ
ャ
ッ
チ
す
る
力
が
弱
い
（
高

齢
者
や
子
ど
も
に
多
い
）

③
嘔
吐
や
下
痢
な
ど
、
一
時
的
に

体
の
外
に
体
液
が
出
て
い
る

④
病
気
の
た
め
（
特
に
腎
臓
の
病

気
や
薬
の
２
次
作
用
）

脱
水
の
症
状

初
期
症
状
は
風
邪
の
症
状
に
よ

く
似
て
お
り
、

○
元
気
が
な
く
な
る

○
微
熱
が
出
る

○
皮
膚
が
乾
燥
す
る

○
唾
液
分
泌
量
が
減
り
口
が
渇
く

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

高
齢
者
は
脱
水
に
気
が
つ
か
ず

徐
々
に
症
状
が
悪
化
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
お
か
し
な
言
動
や
行

動
が
み
ら
れ
、
認
知
症
が
進
行
し

た
よ
う
に
誤
解
さ
れ
た
り
、
意
識

レ
ベ
ル
が
低
下
し
て
傾
眠
状
態
に

な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
、
受

診
し
た
ら
脱
水
だ
っ
た
と
い
う
こ

と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

必
要
な
水
分
量

尿
、
汗
、
呼
吸
な
ど
で
１
日
に

２
～

渥
の
水
分
を
排
出
し
、

2.5

失
っ
た
水
分
を
、
飲
水
、
食
事
、

体
内
生
産
に
よ
っ
て
補
っ
て
い
ま

す
。
食
事
や
体
内
生
産
に
よ
っ
て
、

～
１
渥
取
り
込
ん
で
い
ま
す
が
、

0.8残
り
の
水
分
（

渥
程
度
）
は
、

1.5

飲
料
水
と
し
て
の
補
給
が
必
要
で

す
。

脱
水
に
な
ら
な
い
た
め
に

必
要
な
水
分
量
を
毎
日
し
っ
か

り
と
り
ま
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
に

は
自
分
が
普
段
ど
の
く
ら
い
摂
取

し
て
い
る
か
を
知
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
湯
飲
み
茶
碗
や
コ
ー
ヒ
ー

カ
ッ
プ
は
１
カ
ッ
プ
で

悪
入
ら

200

な
い
も
の
が
多
い
の
で
、
１
日
５

杯
は
飲
ん
で
い
る
と
い
っ
て
も
１

０
０
０
悪
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
一

度
自
分
自
身
で
測
定
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

ま
た
、
高
齢
者
は
の
ど
の
渇
き

を
感
じ
に
く
い
の
で
、
時
間
を
決

め
て
飲
む
な
ど
意
識
し
て
摂
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

冬
の
脱
水
に
注
意


